
基本方針（居宅介護支援） 

基本取扱方針について 

①基本取扱方針 ○ 指定居宅介護支援は、利用者の要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するよう行わ

れるとともに、医療サービスとの連携に十分配慮して行われなければなりません。 

②質の評価 ○ 指定居宅介護支援事業者は 、自らその提供する指定居宅介護支援の質の評価を行

い、常にその改善を図らなければなりません。 

【ポイント】 

・指定居宅介護支援事業者は、自らその提供するサービスの質の評価を行い、今後の

業務の改善を図る必要があります。 

・評価の手法や頻度について特段明確な規定はありませんが、利用者アンケートや従

業者へのヒアリングによる振り返りなどの方法により、少なくとも１年に１回は評

価を行い、サービスの質の向上に努めてください。 

＜名古屋市介護サービス事業者自己評価・ユーザー評価事業について＞ 

介護サービス事業者が自らのサービスの質の向上を図る手段として、また、利用

者が介護サービス事業者を選択する際の指標とするため、名古屋市介護サービス事

業者連絡研究会（名介研）と共催で実施している事業です。 

介護サービス事業者とその利用者が、介護保険サービスにおける評価指標につい

てお互いに評価を行い、その評価点数の差をもとに介護サービス事業者が自らのサ

ービスの点検を行うものです。例えば、介護サービス事業者が高い点数を付けた指

標に利用者がその点数より低い点数を付けた場合、介護サービス事業者はその指標

にかかるサービス提供のあり方を見直す結果になります。 

事業の詳細、申込み時期等につきましては、名介研ホームページ 

（URL:http://www.meikaikenuser.jp/userhyoka/）をご確認ください。 

居宅介護支援 

＜提供開始時の説明について＞ 

平成30年度制度改正において、指定居宅介護支援事業者は、指定居宅介護支援の提供の開始に際

し、あらかじめ、居宅サービス計画作成にあたって利用者から介護支援専門員に対して複数の指定居

宅サービス事業者等の紹介を求めること、居宅サービス計画原案に位置付けた指定居宅サービス事業

者等の選定理由の説明を求めることが可能であること等につき、利用申込者又はその家族に、文書の

交付に加えて口頭での説明を懇切丁寧に行うとともに、それを理解したことについて必ず利用申込者

から署名を得なければならないこととされました。 

 文書を交付して説明を行っていない場合、運営基準減算になりますので、注意してください。 

（基本方針の全文は、下記NAGOYAかいごネット「ケアマネジメントの基本方針の策

定について」にてダウンロードできます。） 

http://www.kaigo-wel.city.nagoya.jp/view/kaigo/company/docs/2018091800018/ 

＜基本方針抜粋（居宅介護支援部分）＞ 














